
平成２８年度の改善評価事項に対する対応について 

平成３０年７月２４日 

金沢大学では，動物実験委員会において平成２８年度の本学における動物実験等の実施状況などに

ついて「研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針」（文部科学省告示第七十一号。以

下「基本指針」という）及び「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準」（環境省告

示第八十八号。以下「実験動物飼養保管基準」という）と適合しているかについて点検・評価を行い

ました。 

その結果浮かび上がった主な課題とその改善の方針に対して，以下のとおり対応いたしました。改

善の必要のあった項目のみ掲載させていただいております。 

【Ⅰ．規程及び体制等の整備状況】  

１. 学内規程

動物実験の実施体制が定められているが，一部に改善すべき点がある。

国立大学法人動物実験施設協議会の機関内規程ひな形改訂に伴う「人と動物の共通感染症」項目

について，本学の関係規程改正が必要である。そのため，第３９回動物実験委員会において「金沢 

大学動物実験規程」の改正が協議承認され，平成２９年７月２７日付け施行された。 

【点検評価を受けてとった対応】 

金沢大学動物実験規程に「人と動物の共通感染症」に関する対策を追記した。 

５．実験動物の飼養保管の体制 

  概ね良好であるが，一部に改善すべき点がある。  

本学飼養保管施設における，人獣共通感染症予防上必要な微生物モニタリング体制は整っている 

が，一部不足項目（サルモネラ）が見られる。ついては，平成２９年秋からの試行及び平成３０年 

からの追加実施に向けた見直しを行う。 

【点検評価を受けてとった対応】 

微生物モニタリングへのサルモネラ検査項目追加について，平成２９年秋から２施設において 

試行実施の後，実施要領の改正を行った。 

【II．実施状況 】  

２．動物実験の実施状況 

概ね良好であるが，一部に改善すべき点がある。  

計画書及び報告書に係る提出遅滞は，規程に則った対応により大幅に改善されているが，報告 

書においては，不備指摘後の対応が改善されないケースも一部見受けられる。ついては，事前審 



査における内容確認や部局への改善指導をさらに強化する。 

【点検評価を受けてとった対応】 

報告書に不備等がないよう年度末の次年度受付通知において指導した。なお，指摘以降の報告 

書審査においては，事前審査を提出期限前から複数回行い，本審査への不備等の報告を減らすよ 

う努めた。 

６．教育訓練の実施状況 

概ね良好であるが，一部に改善すべき点がある。  

教育訓練の適正な実施及び動物実験責任者への基本指針説明受講義務化により，未受講者は解消 

されたが，実験動物管理者向けの教育訓練は未実施である。また，実験動物管理者で基本指針説明 

未受講者も見られる。ついては，実験動物管理者にも基本指針説明受講を義務化するとともに，実 

験動物管理者向けの教育訓練のあり方を検討する。 

【点検評価を受けてとった対応】 

飼養保管施設実験動物管理者に係る１部（前半）受講を義務化した。その結果，実験動物管 

理者で１部（前半）未受講者はいなかった。 

また，平成３０年度から実験動物管理等研修会を受講した主要施設の管理者による実験動物 

管理者を対象とした教育訓練（講習会等）を検討している。これに向け，講習テキストを作成し，

実験動物管理者へ事前配布した。なお，動物実験委員会の実験動物管理者を対象とした Web サイ

ト内で公開した。

７．自己点検・評価，情報公開  

概ね良好であるが，一部に改善すべき点がある。  

ウェブサイト上での適正な情報公開は行っているが，学内における認知は不十分である。ついて

は，自己点検・評価表公開後（平成 28 年度分平成 29 年 9 月公開予定），学内周知方法を工夫する。 

【点検評価を受けてとった対応】 

本学の動物実験に係る自己点検評価結果が公開されていることについて，学内通知を行った。 


